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さて、みなさんは『女々しくて』のＭＶをご覧になった
事はあるだろうか。今からでもスマートフォンを取り出して
YouT
ube
でぜひ見てみて欲しい。まずこの映像は皮ブ
ーツにアーミーパンツを履いた男性が、ヒ ルをカツカツ鳴らし 黒いミニスカートを履く女性にひたすら「捨てないで」と追いすがり、土下座 した後に「触んじゃねーよ。オメェ女かよ。 」と捨て台詞を言われるところから始まる。そして、 お気づきであろうか、 土下座す 男 の背景に 「
U
S 
A
R
M
Y
 A
R
E
A
」 「在日米陸軍区画」の看板があることを！
このＭＶの撮影現場になった「スタ ダス 」と う横浜のバーは一九五四年創業の有名なバーで、米軍との関係を抜きには語れない空間である。そしてこのチャラい男を捨てようとする勝気な女性はその米軍区画から歩いてくるだ。これはもう深読みするなと言われても深読みしたくなる。まさか、これを作った鬼龍院は、江藤淳が『成熟と喪失──母の崩壊』で日本人男性を母性から離れられない未成熟な者として、そしてアメリカ男性を近代的父性の体現者として描いたような戦後 おける日米関係をジェンダーイメージを通して明示し、そ 上でビジュアル系バンドという九〇年代に登場したアセクシュ ル
（無性的）
であり、
あるいはクィア的でもあるサブカルチャ を持ち出すことで戦後日本という文化構造にカウンターを仕掛け のか
!?
しかも大衆的典型を重ね合わせることでパロディーとして成立している！！
　
これは確信犯だろう！！！
　
天才なん
じゃない ！！！
　
これは本
マ
気ジ
でヤバイ！！！！
　
と、驚
きのあまり仰け反った私は、その拍子にイヤホンを引っ張ってしまい、
N
o M
ercy! ぷつっとプラグが抜けたからには、
大音量の「女々しくて
　
女々しくて！」が世界中の研究
者の集まる
R
esearcher ’s room
に鳴り響いたのだった。
…きっと資料に埋もれて疲れていたんだと思う。ちなみ
にこれを書いている今現在も深夜で少々正気か疑わしい状況なので、あとでこの文章を後悔 なければ良いけど、と少しだけ不安である。
みなさんは『女々しくて』という曲をご存知であろうか。
そう、まさかの
金
ゴールデンボンバー
爆
の例のあの曲である。この曲は、
メンバーの喜矢武豊をして「クソ曲」
（
E
xcuse m
y language. ）
と言わしめるほど、歌謡曲とカラオケサウンドとホストクラブのコールの典型を重ね合わせたようなしょーもない曲なわけであるが、これが二〇〇九年に大ヒットして以来だいぶ定番 して私たち 頭の中に居座ってしまった。この「女々しくて！
　
女々しくて！」というリズムはヤミ
ツキである。やはり典型という は侮れない。月並みな言い方にはなるが、クリステヴァ 言うよう テクストとは既に書かれてい テクスト 相互関係 再構成である
（ 「間
テクスト性」 ）
わけであるから、戦後の大衆文化における典
型を再構成した『女々しくて』はヒットすべくしてヒットしたといっても過言ではな
（いや、過言だろ）
。
ともかく、一時期私はこの「女々しくて」が頭を離れな
かった経験がある。そして、事件は二〇一一年の七月、アメリカはメリーランド州公文書館別館で起こった。私はその時三ヶ月の間日本における米軍占領に関する資料調査のためにそこに訪れていた。この の別館はメリーランド大学に隣接しているのだが、それ以外に何も周りにはないので、日がな一日この建物 もり切ってカビ臭い当時の資料をこれまた埃臭いダンボールから取り出す作業に従事するわけ ある。その作業中に、ずっと例のリズムが頭の中で無限リピートされていた。い 加減食傷気味になって、なぜここまで取り憑かれるのかの原因を探ろうと決意し、おもむろにコン ューターを開い 、こ ミュージックビデオを見てみることにしたのだ。もちろんイヤホンをつけて。さかさい・あきと
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東アジア近現代比較文学。著書に『盛り場はヤミ市から生まれた・増補版』（分担執筆、青弓社、二〇一六年） 。主な論文に「戦災復興と闇市： 『
20年
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